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第 2 回定例会が 6 月 4 日～19 日に行われました。

今定例会では、平成 27 年度の一般会計補正予算及び条例改正等の議案が審議されました。補正予算

では、まち・ひと・しごと創生法に定めるまち・ひと・しごとの創生を推進する目的で、総合戦略と

人口ビジョンを策定するための経費、公民館からコミュニティセンターに転用し、地域活動の拠点と

して運用するにあたり、施設のバリアフリー化の改修工事費用、高齢者福祉施設の整備に係る経費の

一部を補助するための費用、教育研究所を逗子会館に一時移転するための改修費等、計 11 件すべて

可決承認されました。その他の主な議案では、逗子市個人情報保護条例の一部改正について（可決）、

逗子市職員給料条例の一部改正について（可決）、逗子市職員の退職手当に関する条例の一部改正に

ついて（可決）、逗子市介護保険条例の一部改正について（可決）、逗子市青少年会館条例の廃止につ

いて（可決）されました。その他、請願 1件、陳情 16件が審議されました。 

 

 

今定例会に、グリーンヒル奥の森林における「空気銃ゲーム場整備」について調査等を求める陳情

が提出されました。グリーンヒルのつばき公園脇の市道からアプローチする森林（沼間 5 丁目 917-1

及び他 8 筆）約 2.1ｈａにおいて、昨年 10 月頃より事業者が出入りし、エアーシューティング場の

開園の整備を行っており、周辺住民に対し、5月 25 日から利用を開始する旨、通告してきています。

当該森林に至る市道には、車両通行止めの柵が設置さ

れており、事業者は山林の維持管理との申告により、

市から鍵を貸与されているが、実際は、エアーシュー

ティング場の整備工事であり、市街化調整区域である

当該地において、森林伐採、土砂の搬入等を行ってい

る。また、当該地には便所が 1ヶ所設置されており、

この施設がエアーシューティング場のために設置さ

れているとしたら同施設は違法建築物に当たるもの

とも考えられます。神奈川県に法の厳格な運用を徹底

し、事業者に対して、必要に応じて適切な措置を講じ

るように要望する意見書を全会一致で可決しました。 



 

 

 

 

子育て支援で市民ニーズが高

い、小児医療費助成が、昨年の

7月から小 3までになりました。

平成 26 年度第 3 回定例会で、

市長に対し、市議会は、小児医

療費助成制度の拡充を求める

決議を全会一致で可決しまし

た。近隣他市の多くの自治体

が、小 6 や中 3まで拡充をされています。「子育

てしたいまち」を目指す本市においても、当然

に拡充すべきと考えていました。子育て世代に

とって、子どもの医療費負担の軽減は切実な願

いであり、子どもたちが健やかに育つために必

要な助成制度です。[10月 1日から小 6まで拡充] 

沼間南台市営住宅の空き駐車場の活用について

は、市民からの要望や行財政改革の観点からも数

年前から市に求めてきました。現在約 25台以上の

空き駐車場があります。市は駐車場部分の用途廃

止の建築基準法上の確認、入居者の駐車場を移設

する際の車庫証明変更に関する警察との調整、さ

らに入居者へのアンケート調査の実施をしまし

た。今後、用途廃

止の際の国との

調整、貸し出し場

所の選定、入居者

との調整、条例改

正等、活用に向け

て進めています。 

 

 

近年、本市の人口は約 58,000人程度の横ばいで推移してきましたが、高齢化率は 30％を超え、人口

も 2009年をピークに減少傾向となり、推計では 25年後の 2040年には約１万人減の 47,856 人、高

齢化率は 44.1％と予測されています。また、個人市民税が歳入の４分の１を占める本市においては、

生産年齢人口の減少に伴い、市税収入も年々減少することが見込まれます。今後、本市にとって最

大の課題となるのは「人口減少と少子高齢化を乗り越える持続可能な社会」をいかにして築くか、

であると考えます。地域力の向上による市民自治・市民協働の進展を図り、

逗子の魅力をより一層高める戦略的な施策を強化して、少子高齢化を乗り越

える社会基盤を構築する重要な時であると言えます。今後、市民ニーズに対

応した新たな事業を展開していくためには、引き続き行財政改革を徹底して

推進し、既存事業の見直し等、一層の効率化を図ることが重要です。今定例

会において、私は、行財政改革の観点から、逗子文化プラザホール、学校開

放施設、市営住宅の空き駐車場の活用などの一般質問を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御名前 

 

 

御住所 

 

 

連絡先 

送り先ＦＡＸ ０４６－８７１－３５５２ TEL 046-871-3526  ｅ－ｍａｉｌ：sagisaka@plum.ocn.ne.jp 

発行責任者:匂坂祐二（さぎさかゆうじ） ポスティング ボランティアを募集しています。御協力お願い致します。 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A2RA0MzyiptVRwgAsiaU3uV7/SIG=13i0gfl4g/EXP=1436343410/**http:/www1.town.higashiagatsuma.gunma.jp/www/contents/1340770193396/simple/120628104336_1.jpg
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A2RA0OIRjptV5TwACguU3uV7/SIG=133fd7pgv/EXP=1436344209/**http:/www.city.zushi.kanagawa.jp/global-image/units/84525/1-20141224171244.jpg
mailto:sagisaka@plum.ocn.ne.jp

